
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームやわらぎ

目標達成計画 作成日：　 平成    ２７年   ３月   ３１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 14

勤務の長いスタッフと新人スタッフ・未経験者と
の業務の差が大きく、新人スタッフの出来ない
業務がいつまでも向上せず業務が固定化され
てしまっている。（未経験者・新人スタッフはやら
なくても良いと思ってしまう）

当日出勤者がすべての業務がまんべんなく
行なえるよう偏りをなくす。スタッフひとりひと
りの意識改革を行い出来ない業務を率先し
て行なうことでレベルアップする。

スタッフの人数が多い時は、未経験者に付き添
い細かい指導を行なう。介護技術の向上には、
外部研修を取り入れながら介助される側、介助
する側がどちらも楽に行なえるよう多くの人から
アドバイスを頂く。

24ヶ月

2 33

終末期ケアは、利用者それぞれによって違う
が、終末期に起こる当たり前の変化が不安に思
いあわててしまう。

終末期をむかえるにあたっての変化につい
て知識を増やす。

医学的なことについては主治医にアドバイスを
頂き、看取り時期の変化について対応してい
く。研修、講演会に参加をし他事業所での取り
組みを参考にし、当事業所で行なった看取りケ
アの資料を再度読み返すことで準備を行う。

12ヶ月

3 4

運営推進会議の参加について人数が増えてい
るが、参加者が固定化してしまい、年に１度も出
席されないご家族も多い。

運営推進会議の参加について利用者全員
のご家族が年に１回以上出席して下さるよう
案内仕方を検討する。

強制ではないものの年に１回以上参加して頂
ける様、会議の内容について興味を持っていた
だけるものにする。行事とあわせての会議を年
１回行なっているが、会議の日の行事を増やし
ていく。外に出ての行事も検討する。

12ヶ月

4 35

年2回の火災想定の訓練は行なっているものの
マンネリ化しており緊張感が少ない。また災害
想定の訓練も大規模的に行なっていない。

年２回の火災訓練にあわせて年間数回の災
害想定の訓練も行なう。

本番同様の訓練を行なうため事前に通知せず
抜き打ちの訓練、もしくは内容を細かく決めず
その場で出火場所を決め、避難場所・避難の
仕方をスタッフが判断する。災害想定の訓練も
スタッフの増員を行い避難場所の確認等を行な
う。

12ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


